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令和９年度当初予算編成方針のポイント 

 

 

１ 当初予算編成方針 

来春は地方選挙が予定されているが、県政の停滞を招くことのないよう、物価高騰対策や

人手不足への対応をはじめ、大規模災害への備え、こども・子育て支援など喫緊の課題に的

確に取り組み、「安心・元気・未来創造ビジョン２０２４」の実現に向けた諸施策を加速さ

せる。 

なお、第１次国土強靱化実施中期計画など国が事項要求を行っているものへの対応や、賃 

  金・物価の上昇に伴う影響については、別途予算編成過程において調整していく。 

 

２ 行財政改革の推進 

   要求にあたっては、「行財政改革推進計画２０２４」に基づき、事務事業評価を活用した  

スクラップ・アンド・ビルドの徹底や有利な財源の活用などを図る。 
 
 

 【主な要求の枠組み】 

区 分 要 求 基 準 

 

 

 
 
 

政 策 予 算
 

 

〇令和８年度当初予算額の範囲内 

 ※事務事業評価を活用しスクラップ･アンド･ビルドを徹底 
 

〇新規事業については、物価高騰対策や人手不足への対応をはじめ、大規

模災害への備え、こども・子育て支援など喫緊の課題に対応するもので、

年度当初から執行が必要な事業を要求 
 

〇補助金のうち枠計上分は令和８年度当初予算額の５０％の範囲内 
 

〇貸付金新規融資枠は令和８年度当初予算額の５０％の範囲内
 

 

投資的予算 
（公共事業） 

〇継続事業を中心に令和８年度当初予算額の７０％の範囲内
  

※国の第１次国土強靱化実施中期計画等への対応については、別途予算編成過程 

において調整 

 
投資的予算 

（公共事業以外） 

〇継続事業を中心に令和８年度当初予算額の範囲内 

〇枠計上分については令和８年度当初予算額の７０％の範囲内 

    

部局枠予算 〇令和８年度当初予算額の範囲内 

※賃金・物価の上昇に伴う影響については、別途予算編成過程において調整 


